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加藤 結心  

 「言葉で誰かの支えになること」 

 私が新潟水俣病を知り、深く心に残ったことは、差別や偏見に立ち向かい、つら

い思いをしても頑張って生きてきた人たちの姿です。そのうらには、寄りそっては

げまし続けた人たちがいました。差別・偏見は人権や大切な命をうばってしまいま

す。一人一人がそれを理解し、支え合うことができれば、もっとより良い社会を築

くことができると思います。 

 授業で新潟水俣病患者の語り部さんからお話をききました。小さい頃から「たた

り病」や「なまけ病」といった、心を傷つけられるようなうわさをされ、身体より

も精神的に苦しかったそうです。私が思っていた以上の差別や偏見があったことに

おどろきました。 

 では、どうして差別してしまうのでしょうか。私は、相手の立場になって考える

ことができれば、症状の大変さや、自分を認めてもらえない苦しさが想像できると

思いました。にもかかわらず、逆にきずつけるようなことは、絶対にしてはいけな

いと思います。 

 また、一人一人の違いを認めようとせず、自分の違う部分があることを否定して

います。平等に接しようとしないで、どこかで人を下に見ているのではないでしょ

うか。 

 そんな差別・偏見にたえられなくなり、語り部さんは自ら人生に幕をとじようと

考えたこともあったそうです。それでも生きてこられたのは、温かい言葉をかけて

くれた人たちがいたからです。言葉は人の命をうばうこともあるけれど、逆に命を

救うこともできるのだなぁと思いました。 

 私は言葉で人の命を救うことができなくても、少しでも支えられるような人にな

りたいなと思いました。しかし、私自身が普段の生活の中で、誰かの支えや助けに

なっていることは少ないと思います。また、困っている人を見逃していたこともあ

ります。 

 先日、電車内の優先席で、お年寄りに席をゆずっていた人いました。それを見て、

優しいなと思ったのですが、母が、 

「ゆずった人は補聴器をつけていたね。」 

と言いました。私はそのことに気づきませんでした。障がいの有無にかかわらず、

お年寄りを助けたその人がすごいと思いました。そして、そのことに気づいていた

母の視野の広さにおどろきました。私は自分のことばかり考えていたんだなと思い

ました。 

 水俣病から、言葉で誰かの助けになること、そして、誰かの立場になって考える

ことを学びました。でも、生活の場で困っている人を見つけ、助ける心をもってい

なければ意味がありません。だから私は、いつでも相手の気持ちを考え、周りの視

線にためらわずに正しいと思ったことを行動に移せるようになりたいです。そして、

二度と同じことをくり返さないように水俣病の公害を、語り継いでいきたいです。 


